
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 だての郷通信 

発行 ／ 社会福祉法人あぶくま福祉会 生活介護事業所 だての郷  
〒960-0657 伊達市保原町字中瀬町 100   TEL024-576-7799   FAX024-576-7815  

２０２５年 新年のごあいさつ 

～利用者さんのための施設を目指して～ 

社会福祉法人あぶくま福祉会 

     理事長 中木 雅彦 

 

 新年明けましておめでとうございます。ほどはら授産所とだての郷の利用者の皆様をはじめ、両施

設保護者会、職員、地域の皆様にとって、輝かしい新年を迎えられたこととお喜び申し上げます。 

 不肖私、昨年７月、当法人理事長に就任し、６カ月が過ぎました。吉田理事長の後任を引き受け、職

責の重さを感じながら、日々その任に当たっております。改めて、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 日ごろあぶくま福祉会の事業にあたたかいご理解・ご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 昨年を振り返ると、社会全体では新型コロナの感染症分類の引き下げから２年が過ぎ、安心感が

漂う中、相変わらず感染者数定点観測数が増減を繰り返し、新型コロナウイルス感染症との戦いは

続いています。当法人においても、だての郷で昨年暮れに休業せざるを得ない状況になってしまい、

２年前の出来事を思い出させる事態となってしまいました。罹患された皆様にお見舞いを申し上げま

す。改めて新型コロナの感染症への継続した感染防止対策の必要性を感じているところです。 

 また、昨年は５年振りに法人の年間行事で最も大きな行事「あぶくま祭」を１０月に開催できたこと

は、法人にとって明るい話題となりました。両施設の利用者と保護者会の皆さん、職員の皆さんのご

尽力により、企画から当日の運営までスムーズにできたこと、改めてお礼申し上げます。今までと異

なり、内部行事となりましたが、両施設の利用者さんの発表や、親子でレクスポーツを体験し、みんな

の様子を見ることができ良かったとの声を聞きました。ご感想ありがとうございました。 

 さて、今年は巳年です。巳は十二支の中では６番目、時刻でいうと午前９時から１１時までの２時間

で、方角は南南東にあたり、へびは、脱皮して成長するイメージから巳年は復活と再生の年と言われ

ています。 

 今年の干支は「乙巳（きのと・み）」で、「乙」は植物に種子ができはじめる時期、次の生命が誕生

する時期を表し、新しいことが始まる年と言われています。また「巳」は「実」にかけて「実を結ぶ年」

とも言われています。あぶくま福祉会もそれにあやかって、これからの法人の持続的な運営 SDGｓの

ビジョンが実る年になっていければと、その決意を新たにしているところです。 

 令和７年の法人運営は、昨年１０月の新体制後、初の事業計画、予算編成から始まります。利用者

の皆様へのサービス向上を常に念頭に置き、利用者の皆様のための施設運営を心がけ、就労支

援、生活介護、共同生活援助、それぞれ充実した事業ができるよう、職員一丸となって取り組んでま

いる所存です。皆様のご理解・ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 結びに皆様にとって、令和７年が良い年になりますようご祈念申し上げ、新年のごあいさつとさせて

いただきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年を迎えるにあたり 
保護者会会長 谷津 絹子 

 

 皆さま健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。 

新型コロナウイルス感染症の位置づけは、令和 5年 5月 8日から「5類感染症」になりました。そのこと

もあり、あぶくま祭を施設内だけでしたが、実施することができました。色々と反省点等ありますが、再開

の第一歩となったと考えています。保護者会全体や役員会を開催する回数も増え、コミュニケーションも

以前より取れるようになりました。 

 だての郷の施設長と職員の異動もあり、利用者は戸惑ったことと思います。保護者も同様です。今年は、

新施設長の采配で利用者優先の施設にしていただきたいと思います。親は、子どもの人生を預かってい

ます。子どもの代弁をするのも親の役割です。利用者を安心してだての郷に通所させられるように、目配

り・気配り・細やかな支援・ゆとりある支援をお願いしたいと思います。生活介護事業所だての郷の理念

である利用者一人ひとりが自分のペースで、生き生きと過ごすことができる支援をお願いいたします。 

 保護者も、全て施設に任せるのではなく家庭でできる事は協力する、そしてお互いにコミュ二ケーション

をとり、利用者のために前に進んでいけたらと思います。保護者会としても、保護者同士の情報交換の場

や、将来に向けての話をする機会も設けていきたいと思います。 

結びに、今年一年皆さまにとって良き一年になりますようにお祈り申し上げ、新年のご挨拶とさせていた

だきます。 

新年を迎えて２０２５ 
だての郷 高橋 健二 

 新年明けましておめでとうございます。旧年中はみなさまにはご理解とご支援を賜り、心より感謝申し上

げます。 

 まずは昨年末、だての郷において利用者の方と職員に新型コロナ感染拡大し、その対策として休業と

なってしまい、ご心配とご迷惑をおかけしたこと心よりお詫び申し上げます。今後、改めて感染対策にお

いて、利用者の方と職員、そして保護者の方、全員が「かからない」「うつさない」と「かかっているかも」

「うつしているかも」の意識を持って、そのためにできることをそれぞれが実践していきたいと思います。 

 昨年は報酬改定が行われて、施設運営にはこれまで以上に細やかさが必要になってきたと実感してお

ります。また、利用者の方の日中活動は、新型コロナ等への感染症対策を講じながら施設外での活動が

実施できるようになったことや保護者参加の行事等、コロナ禍前の内容に戻ってまいりました。 

 そうした中私自身のこととして、昨年途中に法人とだての郷において人事異動があり大きな変化の年と

なりました。慣れた環境で過ごしていくことは悪いことではありませんが、小さな変化に気づかなくなって

しまう、惰性に流されてしまう恐れがあります。 

 変化は大きな戸惑いや不安をともなうものではありますが、この変化を乗り越えることで成長があると

考えています。 

 人と体制に変化があったことを良い機会ととらえて、変わるべきところは変わり、変わらずにいていいと

ころは変わらずにいくことを念頭にだての郷運営に努めてまいりたいと思います。 

 物事を変えていくことも変えずに行くことも私一人ではどうにもなりません。だての郷に関わる全てのみ

なさまにご支援とご協力を賜りたく存じます。 

 今年一年みなさまにとって笑顔と活気あふれるものとなるようご祈念申しあげて、新年のあいさつとさ

せていただきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 4日にみなさん楽しみにしていた焼き芋を行

いました。新聞やアルミホイルに包んだりと積極的

に参加していました。出来上がった焼き芋は、ほど

はらさんにもおすそ分けしてみんなで美味しく食べ

ました。 

12月 7日に社協のみんなのクリスマスに参加し

てきました。手品やフラダンスを観賞したり、ステ

ージに上がって歌ったり踊ったりと大盛り上がり 

サンタさんからお菓子のプレゼントをもらって、楽

しい時間を過ごしてきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

ミニドライブ① 

 

ミニドライブ② 

 

ミニドライブ③ 

 

ジュース購入日 

 

誕生会 

 

健康チェック（体重） 

 

報奨金支給日 

 

 

 避難訓練（火災） 

 

 

 

土曜利用日 

 

 

 

健康チェック（血圧） 

 

新年と二十歳を祝う会 

 

 
岡崎雄一さん 

鈴木康展さん 

渡邊祥江さん 

１２月１８日に１２月生まれの誕生会が行われました。 

恵美さんに誕生日の歌をみんなで歌って、 

「いちごヨーグルト」を食べてお祝いしました。 

  

 


